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ハラスメントが引き起こすメンタルヘルスの不調を考える

職場には様々なストレッサー（ストレス要因）があります。仕事の質や量、仕事上の失敗や責任などと色々ですが、

最もやっかいなのが対人関係の問題です。中でもハラスメントはその代表格で実に重たく嫌な気持ちにさせられます。

今回はストレッサーによって引き起こされるストレス反応と病気とについて考えてみます。
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【メンタルヘルスマネジメント検定公式テキストより】
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【NIOSH 「職業性ストレスモデル」 改変】
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①心理的反応
不安、怒り、不満、抑うつ

②身体的反応
疲労感、不眠、食欲低下

③行動的反応
ミス、口論、トラブル、欠勤

→ ①精神疾患

→ ②身体疾患

→ ③問題行動
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★ストレス状態の段階で適切な対処をしておけば病気には至らない

ストレス状態は「闘う」態勢になることです。闘いは長く続けてはいけません。


